
学校番号 １００２ 

令和３年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 
ファッション 

造形基礎 
単位数 ２単位 年次 ２・３年次 

使用教科書 ファッション造形基礎（実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・被服材料の特徴を学び、作品製作に適した素材が選択できるようになる。 

・自分の体型や好みに適したパターン（型紙）を正確に製図する。 

・基礎的な裁縫技術を身に付け、作品製作に応用できる実践力をつける。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

被服の構成、被服材料の種類や特徴など、被服製作に関する知識と技術を習得させ、ファッション

造形の基礎的な能力を身に付けさせる。 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

ファッションに興味

を持ち、自分のイメー

ジを表現しようとす

る意欲と態度を身に

付けている。 

デザインや用途に適

した被服材料を選択

し、創造的に思考を深

め、デザインし表現す

る能力を身に付けて

いる。 

パターン（型紙）を

正確に製図し、洋服

を計画に従って能率

的かつ美しく製作す

る技術を身に付けて

いる。 

ファッションを造形

するための被服構成

や被服材料の選択、

洋服や和服の製作に

関する基本的な知識

を身に付けている。 

評
価
方
法 

作品 

レポート 

観察 

作品 

レポート 

観察 

作品 

レポート 

観察 

ワークシート 

観察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

 
 

月 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４
月 

ミ
シ
ン
の
使
用
方
法
・被
服
の
素
材
・
バ
ッ
グ
製
作 

・ミシン、ロックミシンの使い方 

・繊維について 

・被服材料の選択 

・トートバッグの作り方 

・まちの作り方 

・スナップボタンの取り付け方 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:課題をこなし、提出期限まで

に道筋立てて計画的に取り

組んでいる。 

b: 作品に適した素材を選択

し、自分の個性を引き立てる

デザインを考えられる。 

c:基本的な裁縫技術を身に付

け、作品製作に活かすことが

できる。 

d:バッグ製作における基本的

知識を理解し、製作に活かす

ことができる。 

ワークシート 

作品 

レポート 

観察 

５
月 

ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
製
作 

・立体構成と平面構成につい

て 

・採寸の方法 

・型紙の作り方 

・パンツの作り方 

・ポケットの作り方 

・丈のアレンジ方法 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

〇 

〇 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

a:毎回の到達目標を達成し、提

出期限までに道筋立てて計

画的に取り組んでいる。 

b:作品に適した素材を選択し、

自分の個性を引き立てるデ

ザインを考えられている。 

c:自分の体型に合った型紙を

作ることができ、基本的な裁

縫技術が身に付いている。ま

た、正確かつ丁寧に仕上げて

いる。 

d:被服の立体構成を理解し、製

作に活かすことができる。 

ワークシート 

作品 

レポート 

観察 

６
・
７
月 

 

フ
ー
ド
付
パ
ー
カ
ー
製
作 

・パーカーの作り方 

・ファスナーの付け方 

・フードの付け方 

○ ○ ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:毎回の到達目標を達成し、提

出期限までに道筋立てて計

画的に取り組んでいる。 

b:作品に適した素材を選択し、

自分の個性を引き立てるデ

ザインを考えられている。 

c:自分の体型に合った型紙を

作ることができ、基本的な裁

縫技術が身に付いている。ま

た、正確かつ丁寧に仕上げて

いる。 

d:パーカー製作における基本

知識を理解し、製作に活かす

ことができる。 

作品 

レポート 

観察 



７
～
９
月 

バ
ケ
ッ
ト
ハ
ッ
ト
製
作 

・バケットハットの作り方 

・接着芯の扱い方 

 

○ ○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:毎回の到達目標を達成し、提

出期限までに道筋立てて計

画的に取り組んでいる。 

b:作品に適した素材を選択し、

自分の個性を引き立てるデ

ザインを考えられている。 

c: 基本的な裁縫技術を身に付

け、作品製作に活かすことが

できる。 

d: バケットハット製作におけ

る基本知識を理解し、製作に

活かすことができる。 

作品 

レポート 

観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


